
専門学校留学生研修会を開催 

〇 専 門 学 校 留 学 生 担 当 者 研 修 会  
	 1 1 月 2 8 日 、 東 京 都 ・ ア ル カ デ ィ ア 市 ヶ 谷 を 会 場 と し て

「 令 和 元 年 度 専 門 学 校 留 学 生 担 当 者 研 修 会 」が T C E 財 団 の

主 催 に よ り 開 催 さ れ た 。 受 講 者 は 1 4 3 名 。  
	 稲 垣 貴 裕 出 入 国 在 留 管 理 庁 在 留 管 理 支 援 部 在 留 管 理 課 調

整 官 が 「 出 入 国 在 留 管 理 行 政 の 現 況 と 課 題 」 の テ ー マ で 講

演 。 特 に 6 月 1 1 日 に 文 部 科 学 省 と の 連 名 で 「 留 学 生 の 在

籍 管 理 の 徹 底 に 関 す る 新 た な 対 応 方 針 」に つ い て 言 及 。「 昨

年 末 の 【 外 国 人 材 の 受 入 れ ・ 共 生 の た め の 総 合 的 対 応 策 】

に よ り 、 日 本 語 教 育 機 関 に 関 し て は 選 定 基 準 を 見 直 し た 。

現 在 、 大 学 、 専 門 学 校 等 に つ い て も 同 様 に 判 断 基 準 を 見 直

す 方 向 性 を 検 討 中 。 選 定 の 要 素 と し て 、 従 来 の 不 法 残 留 者

数 に 加 え 、 在 留 期 間 更 新 許 可 申 請 に 関 し 不 許 可 処 分 等 を 受

け た 者 、 在 留 資 格 を 取 り 消 さ れ た 者 、 資 格 外 活 動 許 可 を 取

り 消 さ れ た 者 及 び 退 去 強 制 令 書 が 発 付 さ れ た 者 を 追 加 。 こ

れ ら 問 題 在 籍 者 の 合 計 の 割 合 が 5％ を 超 え る と 慎 重 審 査 を

実 施 す る 方 向 性 で 検 討 し て い る 。」  
	 続 い て 、 森 田 恭 子 東 京 出 入 国 在 留 管 理 局 留 学 審 査 部 門 統

括 審 査 官 が 「 留 学 生 に 係 る 出 入 国 ・ 在 籍 関 係 等 申 請 の 実 務

に つ い て 」 を テ ー マ と し て 講 演 。 最 後 に 、 美 野 喬 志 文 部 科

学 省 専 修 学 校 教 育 振 興 室 第 二 係 長 が 「 専 修 学 校 留 学 生 に 対

す る 支 援 に つ い て 」 の テ ー マ で 講 演 を 行 っ た 。  
〇 専 門 学 校 留 学 生 受 け 入 れ 担 当 者 協 議 会  
	 1 2 月 2 日 、 東 京 都 ・ ア ル カ デ ィ ア 市 ヶ 谷 を 会 場 と し て

T C E 財 団 が 文 部 科 学 省 の 委 託 事 業 と し て 、 受 講 者 1 1 0 名
に よ り 実 施 。  
	 稲 垣 貴 裕 出 入 国 在 留 管 理 庁 在 留 管 理 支 援 部 在 留 管 理 課

調 整 官 が 「 出 入 国 在 留 管 理 行 政 の 現 況 と 課 題 」 の テ ー マ で

講 演 。 続 い て 「 関 東 福 祉 専 門 学 校 に お け る 留 学 生 受 入 れ ・

就 職 事 例 」を 生 方 薫 関 東 福 祉 専 門 学 校 教 務 主 任 が 、「 介 護 福

祉 施 設 等 に お け る 留 学 生 受 入 事 例 」 を 福 原 亮 一 般 社 団 法 人

ワ ム タ ウ ン 推 進 本 部 理 事 が 事 例 発 表 。  
	 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 「 こ れ か ら の 専 門 学 校 と 日 本 語

教 育 機 関 と の 連 携 に つ い て ― 介 護 福 祉 分 野 に お け る 留 学 生

の 事 例 に つ い て 学 ぶ 」 を テ ー マ と し て 、 コ ー デ ィ ネ ー タ ー

を 武 田 哲 一 留 学 生 委 員 会 委 員 長 、 パ ネ ラ ー に 事 例 発 表 を 行

っ た 生 方 教 務 主 任 と 福 原 理 事 、 新 井 永 鎮 赤 門 会 日 本 語 学 校

常 務 理 事 を 交 え て 、 新 た な 出 入 国 在 留 管 理 行 政 に 対 応 す る

専 門 学 校 と 日 本 語 教 委 機 関 と の 連 携 の 重 要 性 に つ い て 協 議

し 、 出 席 者 と 質 疑 応 答 を 行 っ た 。  
〇 専 門 学 校 留 学 生 就 職 指 導 担 当 者 研 修 会  
	 1 2 月 5 日 、 東 京 都 ・ ア ル カ デ ィ ア 市 ヶ 谷 を 会 場 と し て

T C E 財 団 が 文 部 科 学 省 の 委 託 事 業 と し て 、 受 講 者 1 0 5 名
に よ り 実 施 。  
	 「 留 学 生 採 用 企 業 に お け る 事 例 」 を 泉 俊 哉 ユ ニ オ ン ケ

ミ カ ー 株 式 会 社 総 務 課 主 事 が 、「 専 門 学 校 に お け る 留 学 生
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の 就 職 事 例 」 を 国 政 恵 美 奈 良 コ ン ピ ュ ー タ 専 門 学 校 が 事

例 発 表 。「 外 国 人 雇 用 の 際 の 在 留 資 格 手 続 き に つ い て 」 を

桑 田 優 行 政 書 士 事 務 所 つ づ け る サ ポ ー ト が 講 演 。  
	 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 「 専 門 学 校 ・ 企 業 に お け る 留

学 生 就 職 促 進 に 係 る こ れ か ら の 連 携 に つ い て ～ 新 た な 在

留 制 度 と 専 門 学 校 留 学 生 の 就 職 促 進 」 を テ ー マ と し て コ

ー デ ィ ネ ー タ ー を 長 谷 川 惠 一 エ ー ル 学 園 理 事 長 、 パ ネ ラ

ー に 泉 主 事 と 国 政 先 生 、 桑 田 行 政 書 士 、 武 田 哲 一 留 学 生

委 員 長 を 交 え て 、 新 た な 在 留 資 格 「 特 定 技 能 」 を 巡 る 対

応 方 策 、ア ル バ イ ト 2 8 時 間 オ ー バ ー し た 留 学 生 へ の 対 応 、

企 業 と 連 携 し た 就 職 促 進 の 重 要 性 に つ い て 協 議 し 、 出 席

者 と 質 疑 応 答 を 行 っ た 。  
 


